第２回リニモ沿線地域づくり会議　会議概要
日時：平成22年3月25日（木）午後2時から4時まで
場所：愛知県立大学学術文化交流センター　多目的ホール
出席者：委員9名（代理含む）､事務局（愛知県地域振興部次長､沿線市町担当部課長他）
開会

１　あいさつ（愛知県地域振興部次長）
　リニモ沿線地域づくり会議は、当地域に係わりの深い方々から幅広く助言をもらい、沿線のまちづくりを進めていくため、昨年８月に発足したものです。

リニモ沿線の地域づくりの状況報告に加え、沿線大学に通学している学生の方々からのまちづくりへの提言を予定している。若いフレッシュな発想も大いに参考にし、ともにまちづくりを進めていきたいと考えているので、忌憚のない意見を頂戴したい。
２　議題

（１）リニモ沿線地域づくりの状況について
　　（事務局から資料１－１～６を説明）
（２）「学生によるリニモ沿線まちづくり調査研究・提言事業」の結果報告について（各大学の学生から資料２－１～３を説明し、その後、意見交換）
【委員及び事務局からの主な発言】

○　「学生によるリニモ沿線まちづくり調査研究・提言事業」は、9月16日から10月21日まで企画提案書の募集を行い、10月29日に選定委員会において採択企画提案を決定、2月末に報告書の提出を受けた。

　　提言の中に多く見られた映画館などの娯楽施設については、古戦場駅周辺の長久手中央土地区画整理事業において、事業者と検討したい。
　　モリコロパークから公園西駅へのアクセスについては、公園管理者と協議を行い、案内板の設置など利用者の視点に立った施設整備を検討したい。
　　県道力石名古屋線の歩道にある輪留めについては、自動車の誤進入を防ぐために設置している。ウォーキングなどのイベント時については、警備員の設置など安全対策によって、輪留めの一時撤去などの対応を道路管理者と検討したい。
○　学生と地域、行政が連携してまちづくりに取り組む必要があるが、十分な連携がとれていないという現状もある。学生提言にもあった学生委員会のような連携のための仕組みが必要である。

○　八草駅での愛環とリニモの乗り継ぎの悪さを解消できないか。

○　愛環の運行本数は、かつては2本だったが、現在は1時間に3本である。リニモは、1時間に6本であり、待ち時間が長い場合は乗り継ぎに20分程度かかる場合もある。
　　愛環は、岡崎から高蔵寺までにJR、名鉄（豊田新線、瀬戸線）、リニモと結節している。各線の運行本数に違いがあり、どこかの駅で利用者に不便となることがある。解消するには、運行本数を一緒にする必要があるが、乗務員、車両などの問題もありなかなか難しい。

○　乗り換え時間を10分以内にするような目標を立てて努力すると信頼があがるのではないか。
○　昨年、N‐バスのダイヤ再編を行っており、利用者からも様々な意見をいただいている。N‐バスの目的がコミュニティバスということで学生利用という視点は欠けていたと思う。
リニモ活性化事業を通して学生との連携事業に取り組んでいるが、学生と地域との接点、連携が広がっていないと感じている。提言にあった学生委員会に、行政としても参加して連携を深めることができればと思っている。

　　リニモ駅における時刻表やバス停の案内についても、利用者の視点に立った対応を愛知高速交通㈱と協議を行い検討したい。

4月からは、古戦場駅から愛知学院大学などへのシャトルバスの運行も始まるため、バスベイや屋根の設置を考えている。
○　この4月から古戦場駅から愛知学院大学を始めとする4大学へのシャトルバスの運行が始まる。藤ヶ丘からの名鉄バスの混雑が長年の懸案事項であったが、シャトルバスの運行によって少しでも混雑を解消できればと考えている。二つのダイヤによって、午前8時から午後7時まで1日50本程度の運行を予定している。
○　これまでの開発は、主に杁ヶ池公園駅周辺が中心であった。実際にウォーキングマップ作成のために現地を歩いたが、公園西駅周辺は殺風景で寂しい。

　古戦場駅周辺の活性化は期待できるが、リニモ利用者の増加を目指すには、公園西駅周辺の賑わいが必要である。

○　学生が、自らの大学の最寄の駅周辺を考えることは、地域政策、まちづくりという観点からもよい学習の場になる。現場で学ぶことも多く、地域への愛着にもつながる。地元の行政も是非協力して欲しい。
　　個々の生活する人々が、リニモを使いこなせるまちづくりが必要である。構想の策定から1年が経過して、古戦場駅へのイオンの進出が決まり、学生からも要望の多かった娯楽施設の整備やアルバイト先の確保にも期待ができる。

　　公園西駅周辺にもまちづくりの動きが出てきたということで、沿線の体力づくりという意味で１～２年前に比べると前進している。まちづくりには時
　間がかかるが、着実に進んでいる印象を受けた。
　　交通環境も改善されてきているが、乗り継ぎ時間の情報提供についても充実させる必要がある。料金については、すぐに改定することは難しいが、利用者が増加することで安くなることも期待できるのではないか。周辺の交通対策を学ぶことも重要である。
　　学生、行政、ＮＰＯの皆さんが努力している。今後も一層の連携を図り、取組を継続していただきたい。

３　その他
来年度も継続して会議を開催予定
（以上、文責事務局）
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